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第 4 章においては、第 3 章の反応速度論的解析と、装置静特性に対する検討とから、反応操作を行
なう場合の単一段の動特性を表わす要素伝達関数を求めた。ここで求められた関数で全段にわたる動
特性を表わすには、複雑すぎるので、種々の考察から要素伝達関数を簡略化した。この簡略化要素伝
達関数の妥当性を実験的に確かめた。また、この場合の制御について第 2 章に準じて検討した。その
結果、物理操作に対する効果的制御方法は 本反応装置に対する制御法としても有効であることがわ
かった。
? ?? ??
第 5 章においては、化学プロセスにおいてよく導入されるリサイクルが、この種の装置に付加され
た場合の制御問題への影響を理論的に検討した。その結果、外乱検出量として制御段より一段下の段
上組成を、操作量として制御段へのリサイクル流量を用いる制御系が有効で、あることがわかったO
論文の審査結果の要旨
本論文は、物質移動操作ならびに反応操作を目的とする多段向流接触装置の動特性と制御を検討し
たものである。まず物質移動ならびに気液反応を行なう場合の動特性を明らかにした。ついで制御系
解析のためにシグナルフロー線図および行列式表示による要素伝達関数の簡略化を行ない、その妥当
性を実験的に検討した。さらに、この場合のプロセス変量の中から、装置制御のために最も効果的な
操作変量および外乱検出位置を選定する基準を明らかにした。また、このとき有すべき制御器の特性
についても言及している。
本論文に述べられている解析手法ならびにその成果は、この種の装置の制御方法に対する一つの指
針になり得ると考えられ、この分野の発展に大いに貢献するものと認められる。
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